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平成18年度、平成19年度とCSI委託事業に提案書を提出
するも、いずれも不採択・・。仕方なく、平成19年度に
自力で福井大学学術機関リポジトリを立ち上げる。
平成20年度は何としてもCSI委託事業経費を取る！！
そのためには？
アピール度の高いことを企画しなければならない。
そこで白羽の矢を立てたのが、
広島大学及び山形大学で立ち上げている『共同リポジトリ』
福井大学でも同じことができないか。
ハ ドルが高いがチャレンジ！！ー
平成20年
2月 ・福井県地域共同リポジトリ構築について検討開始
・福井地区大学図書館協議会において共同リポジトリ構築構
想の説明及び参加協力の要請
4月 ・CSI委託事業（領域1）提案書提出（6月内定通知）
6-8月 ・共同リポジトリシステムの仕様書作成、業者決定、発注
11月 ・福井地区大学図書館協議会で臨時会議を開き共同リポジト
リの参加を募る（12月に全機関の参加決定）
・共同リポジトリシステムサーバ導入
月 県立図書館 県文書館の共同リポジトリ の参加決定12 ・ 、 へ
・コンテンツの登録開始
平成21年
3月 ・担当者連絡会開催
・共同リポジトリ発足式、公開
CRFukuiの特徴は
大学 高専以外に公共図書館 研究機関を取り込んだこと、 、
福井県立図書館
「大学図書館と公共図書館の連携」を福井大学が提案。県立図書
館との協力・交流が始まる。
平成１９年１０月相互協力に係る協定を締結し お互いの資料の、
横断検索、相互貸借が可能となり、この協定を契機として、県内大
学図書館、公共図書館の県立図書館を拠点とした物流システムが
運用される。
福井県文書館
福井県立図書館に隣接する研究施設。
同じ福井県の施設で担当スタッフも兼ねている
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福井県地域共同リポジトリ発足式（平成21年3月27日）
参加10機関が「発足趣意書」を取り交わす 協働意識を高める
（新聞4紙掲載、テレビでも放映）
UFR（福井大学学術機関リポジトリ）
学術成果物のみを収録対象とする（論文、研究報告、
学位論文等）
CRFukui （福井県地域共同リポジトリ）
学術成果物だけではなく、貴重書、広報誌等の刊行物
等を収録対象とする
当該機関や地域の特徴を表すものであれば ＯＫ
⊂CRFukui に福井大学のコンテンツを含めるのなら、
UFR は必要ないのでは？
福井大学の教職員にとっては UFR がメイン、
CRFukui は副産物
CRFukui は福井県内機関のリポジトリ横断検索
システムという位置づけ
CRFukui に福井大学のコンテンツも含めるために、UFR と CRFukui の
両リポジトリに福井大学のコンテンツが存在することに。
NII、OAIサービスプロバイダからのハーベストが重複（バッティン
グを起こす）
CRFukui は、福井大学のメタデータだけハーベストを受けない
仕組みとする
ＮII(JAIRO，CiNii),
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メタデータ
CRFukui の参加機関をOAI-PMHのSetSpec毎に振り分ける
選択ハーベスト（ NIIの技術的サポート）
「JAIRO」において機関別にメタデータの登録が可能
1つのリポジトリシステムでありながら、あたかもそれぞれの機関が
リポジトリシステムを立ち上げているかのように登録
JAIRO機関一覧
“リポジトリサーバに本文を搭載せず本文を見せる”
リポジトリサーバに何らかの理由で本文を搭載できないコンテンツは、
リンクで本文が搭載されている別サ バに飛ばして本文を見せるー 。
以下のHTMLファイルを作って、それを本文として登録する。
（CRFukuiでは県立図書館の貴重資料、県文書館の貴重資料及び
<html>
<head>
紀要論文についてこの処理を行う）
<meta http-equiv="Refresh" content="0;
URL=http://www.library.pref.fukui.jp/webmuseum/collect/detail.do?data_id=1822">
</head>
<b d ></b d > 本文 リ ク先 を記載o y o y
</html>
の ン URL
※注意点
CiNiiとの連携対象コンテンツから外れる（JAIROはＯＫ）
連携条件
① NII Typeが論文系であること（雑誌論文、紀要論文、一般雑誌記事）
② fullTexURLに値があること この条件に反する
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3月27日リポジトリ公開
平成21年8月に勉強会を開催する
登録 テ がゼ だ た機関も勉強会後には テコン ンツ ロ っ コン ン
ツが登録される。
総登録コンテンツ数
立上げ時2200件 → 3360件
紀要論文
各参加機関が発行している紀要論文については、ほぼす
べての論文の登録が可能とな たっ 。
サポート体制
各 ポ担当者とは、必要に応じ電話やメールでサ ートを行う。
また、メーリングリストを立ち上げ、情報の共有、意見の場
として利用
今論文系で登録できるコンテンツは紀要論文のみ
まずは この登録した紀要論文をいかに見てもらうか、
今後展開していく上での実績作りになる。
CiNiiとの連携は非常に喜ばしい
毎年、NIIが実施しているアンケートからも、論文本文を入手
する目的でCiNiiを利用する研究者が非常に多いという結果
が出ている。
ただし、以下のことについての疑問・要望
国立国会図書館で作られたデータ（NDL）が既にCiNiiには登
録されているが、そのデータとの関連付けはできるのか
紀要論文がCiNiiの刊行物一覧から引けるようにならないか
CiNiiとの連携に係る この２点についての調査・検証を行った、 。
C との連携により 機関リポジトリのデ タがC に収録される
機関リポジトリデータ（ＩＲ）と国立国会図書館データ（ＮＤＬ)との関連
iNii 、 ー iNii 。
紀要論文データについて、CiNiiにその同じ紀要論文データがNDL
収録データとして既に登録されている場合
機械的統合処理が行われる
・機械的統合処理でうまく同定された場合
データが統合される
・機械的統合処理で同定がうまくいかなかった場合
データが二重になる
※機械的統合がうまくいかなかった場合は人的統合処理
（NII）が行われる。
統合されるまで時間を要する。
未統合
統合
未統合（IR（機関リポジトリ）のデータ）
収録DB:
IR 
未統合（NDL（国立国会図書館）のデータ）
収録DB:
NDL
統合（IR，NDLの統合データ）
収録DB:
NDL  IR
学術 ンテンツ登録システム（ S）[ // /]
CiNiiの刊行物ディレクトリ（一覧）から論文に辿りつく
コ NII-EL https: nels.nii.ac.jp
で論文のメタデータを登録する必要がある（一括登録可能）
※ここでもデータの統合が深くかかわってくる


学術コンテンツ登録システムによるメタデータ登録後
新たに登録されたデータの巻号が現れる
NIIで電子化されたデータの巻号
新たに登録された巻号のコンテンツ
×
×
未統合データ
IR
NII-ELS
NDL
統合されたデータ
IR NII ELS NDL 統合, - ,  
C雑誌書誌
機関リポジトリと機械的統合をさせるための入力項目
・N ID
・巻号
・年月次
・ページ属性 → P（論文）
・論文名
著者名・
・ページ数
これらを機関リポジトリと全く同じデータで登録すると機械的に統合さ
れる確率が高くなる
（抄録は登録しなくても問題ない ← 過去の統合実績から）
どうすれば確実に機械的統合が行われるか？
機械的統合処理は非常に複雑なため、はっきりしたことは
言えない ← ＮＩＩ談
登録コンテンツの充実
・登録コンテンツの充実はやはり基本である。
紀要論文、貴重書のコンテンツ登録実績は上がってきたが、
雑誌掲載論文等のコンテンツの収集・登録について、その
ノウハウに関するサポートを十分にする必要がある。
・今後も定期的に勉強会を行い担当者のスキルアップを図って
いきたい。
参加機関の金銭的負担
・現在は参加機関の金銭的負担はなし。
・共同リポジトリを運営していく上で、今後も参加機関から金銭
的負担を求めることは難しいか・・ 負担がないことで参加の
同意を得た機関もある。
・負担を求めれば参加機関を拡充していく上では明らかにマイ
ナス。しかし、広島のHARPのように参加機関に金銭的負担を
してもらうことで各機関のリポジトリへの取り組み意識が違っ
てくることも・・
現在の参加機関が独立してリポジトリを立ち上げた場合
・対応として、福井大学の独自リポジトリと同じようにその機
関のコンテンツメタデータをハーベストする
独自リポジトリシステム側のカスタマイズも必要
システム構築業者が違った場合の対応が問題
参加機関 拡充はど ま きるかの こ でで
・小さな公立図書館が参加することのメリットを見いだせるか
・県内の研究機関に対して独自交渉？
・余力はあるのか・・ まず現在の参加機関での運営体制を確立
機関リポジトリと業績データベースとの連携
（平成21年4月から稼働）
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